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な研究の持続性に欠 くところはない0- 両-マ ン
ネ リ化は避け難いことで,今Fu]教授になられた
のを機として,研究分野の開折拡充に努められ
ることを期待 したい｡
用土が性温 頃頭脳明せきであることは夙に人
の知るところであるが,一面断じて行 うの気概
に乏しいうらみがあるかに見えた｡併 し,昨年
来の紛争以来教官会議の議長として,しばしば
難零を処するの態度を見ると,必ず しも決断ノJ
- 47-
に欠 くるわけではな く,外柔内剛のさがのうち
に,事を公平に処断するの意志ががうかがわれ
た｡このことは,将来研究所として遭遇するか
も知れない運営上研究上の難局に処するに当り,
博士がよって斬 りとするに足ることを示すもの
であろう｡
悼士が病気で休んだということは開いたこと
がない｡又斗酒をも辞せずとの喝にも拘らず,
宿酔 に倒れた話も知 らない｡一見きゃしゃな体
に筋金が入っていると言う可きであろう｡この
筋金の入った休と意志の力をもって,新 しい内
科第-部門の二再!圭に努力されるであろうことを
期待 しつつ,新教授の紹介をおわる｡
附記 前川博士の業績目録は, ｢結核の病巣
反応に闇する研究｣6篇の他, ｢実験的前眼結
核症を対象とする結核化学療法の研究｣其他55
篇に及んでいる｡
